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「市町社協役員・職員合同研修会」を開催しました 

3 月 4 日(火)、「市
町社協役員・職員合
同研修会」を集合（佐
賀市文化会館）とオ
ンライン（Zoom）の
併 用 で 開 催 しま し
た。▶研修では、富山
県氷見市社協事務局
次⻑の森脇俊⼆⽒か
ら、氷見市社協が進
める包括的支援体制

の構築に向けた様々な取り組みを踏まえ、地域における社協の立ち位置や期待される役割等について講義いた
だきました。▶続いて、日本地域福祉研究所理事⻑の⼤橋謙策⽒の進行により、⾹川県琴平町社協会⻑の越智
和子⽒、氷見市社協の森脇⽒による「鼎談」と、県内 2 社協の特徴的な地域福祉活動についての「実践発表」
を行い、登壇者同⼠の意見交換を通して、社協に期待される住⺠支援の在り⽅や今後の事業展開などについて、
学びを深めました。▶研修の最後には、⼤橋先生から、「社協がコミュニティソーシャルワーク機能をきちんと
機能させることによって、国が進める地域共生社会が実現できると期待している。」と力強いエールをいただ
きました。                                     【まちづくり課】 
 
「令和 3 年度佐賀県社会福祉功労者表彰式」を開催しました 

3 月 16 日（水）、ガーデンテラス佐賀ホテル&マリ
トピアにて、佐賀県並びに県共同募金会との共催によ
る「令和 3 年度佐賀県社会福祉功労者表彰式」を開催
しました。当初１月に開催を予定していましたが、新
型コロナウイルス感染拡⼤のため時期を延期し、今回
の開催となりました。▶この表彰式は昭和 36 年から
毎年開催しており、社会福祉に顕著な功績があった個
人・団体や、永年にわたって社会福祉事業に従事され
ている⽅などを表彰するもので、今年度は県知事表
彰、県社協会⻑表彰、県共募会⻑表彰等を合わせ、延
べ 185 名の個人・団体が受彰されました。▶表彰式
では山⼝県知事、陣内県社協・県共募会⻑から代表者
に表彰状が授与され、被表彰者を代表して⺠生委員・
児童委員の増田和之さんから「今回の受彰を糧に一層精進を重ね、引き続き社会福祉の発展に尽くしてい
きたい」と謝辞が述べられました。                        【総務企画課】 
 
 
 
 
 

№037 号 

〔表彰状の授与の様子〕 

〔熱い議論が交わされた「鼎談」(ていだん)の様子〕 



「市町社協災害 VC 運営に関する情報共有会議」を開催しました 
3 月 18 日(金)、グランデはがくれ(佐賀市)で「市町

社協災害ボランティアセンター運営に関する情報共
有会議」を開催しました。▶佐賀県社協では、令和 3
年 8 月の⼤雨による災害 VC 運営を通じた被災者支
援での気づき等を無駄にせず、今後の活動に確実に
繋ぐため、災害 VC 設置社協と応援社協の職員、被災
者支援に関するアドバイザーと、複数回にわたり丁
寧にふり返りを行いました。本会議は、そのふり返り
で見えてきた課題や要改善点等を、県内全市町社協
で共有し、今後の災害 VC の在り⽅や必要な平時の取
組みについて共に考える機会とするために開催した
もので、18 市町から(うち 12 市町は事務局⻑も)参加
いただきました。▶会議では、県社協から災害 VC 運
営の実態等について報告した後、OfficeSONOZAKI

代表の園崎秀治⽒から「被災者中心・地元主体・協働を基本とした災害 VC の運営を実現するために社協に求められ
ること」と題して講義をいただきました。▶また、講義を受けて平時のうちにできることは何かをテーマに行ったグ
ループ討議では、⼤変活発な意見交換がなされ、行政や NPO、地域の様々な団体等との顔の見える関係づくりを進
めたい等の意見が多く出されました。                          【まちづくり課】 
 
災害支援協定を締結しました 

3 月 30 日（水）に本会とライオンズクラブ国際協会
337‐C 地区（以下ライオンズクラブ）と、公益社団法人
日本佐賀⻘年会議所九州地区佐賀ブロック協議会（以下、 
ＪＣ）とそれぞれに災害時に本会が設置する災害ボランテ
ィアセンターへの支援協力の協定を締結いたしました。▶
これまでも過去の災害ではライオンズクラブの皆様からは
現地災害ボランティアセンターの給水所等の一翼を⻑期間
にわたり担っていただいたほか、被災者への物資提供など
幅広くご支援をいただいた実績があります。また、ＪＣの
皆様からは、資機材の運搬の協力や会員の皆様にボランテ
ィア活動へ参加いただくなど物心両面から現地センターへ
の支援を行っていただきました。▶今回この協定を締結す
ることにより、両団体との協力体制が明確になり、本県の
被災者支援の充実と防災力の向上に⼤きく寄与するものと
期待します。▶県内でも、昨年 8 月の⼤雨による災害をは
じめ、毎年のように各地で浸水や土砂崩れ等による甚⼤な被害が発生しています。本会としても、日ごろか
ら災害時の対応を常に想定し、様々な関係機関と連携をしながら、速やかに被災者支援に取り組めるよう体
制整備をすすめていきます。                           【まちづくり課】 
 
お知らせ 
 
◎ハローワーク出張相談 ※県内各ハローワークにおいて、福祉・介護・保育の仕事の就職相談会を行います。 

4/21(木) 佐賀市、4/25(月) 鳥栖市、4/26(火) 鹿島市、4/28(木) 武雄市、5/10(火) 唐津市、5/12(木) 伊万里市 
★ 今号へのご感想等ございましたら、本会ホームページ内の 

「お問い合わせ（http://www.sagaken-shakyo.or.jp/contact.html）」よりお知らせください。 

〔左からライオンズクラブ古賀様、久田様、 
県社協 陣内会⻑、JC 馬渡様〕 

〔事務局⻑チームの一つが、⼿書きの図を使って 
グループ討議の発表を行う場面も〕 

http://www.sagaken-shakyo.or.jp/contact.html

